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文化財の新規指定について 

 

文化庁の文化審議会（会長 島谷
しまたに

 弘幸
ひろゆき

 氏）は、６月２４日（月）に開催される文化審議会

において、国史跡の指定を文部科学大臣に答申する予定です。今回の答申には各務原市に所在す

る「坊
ぼう

の塚
つか

古墳
こ ふ ん

」と、郡上市に所在する「東
とう

氏館
しやかた

跡
あと

及び篠
しの

脇
わき

城跡
じょうあと

」が挙がっています。今回の

指定により、県内における国史跡の件数は３１件になります。 

 

 

記 

 

文化財の種類 文化財の名称 文化財の場所 

史跡 坊の塚古墳 岐阜県各務原市鵜沼
う ぬ ま

羽場町
はばちょう

５丁目 26番 外８筆等 

史跡 東氏館跡及び篠脇城跡 岐阜県郡上市大和町
やまとちょう

牧
まき

字志ノ脇
し の わ き

927番1 外93筆等 
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苅谷 菜々子 

内線  3146 

直通  058-272-8759 
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各務原市教育委員会 

文化財課 
文化財係 

西村 勝広 

大塚 智子 
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ＦＡＸ  058-389-0218 
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文化係 

今津 和也 

岩田  崇 
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ＦＡＸ  0575-65-2584 



坊の塚古墳  

・年 代：古墳時代  

・所有者：各務原市 他 

・面 積：６，１７２．７２ｍ２ 

・概 要： 

 墳
ふん

長
ちょう

１２０ｍの前方後円墳で、県下第２位の規模である。前方部、後方部ともに三段築成で、

古墳時代前期末頃の築造と推定される。墳
ふん

丘
きゅう

の頂部には埴輪
は に わ

列が検出された。また、滑石
かっせき

製模

造品や壺形
つぼがた

土器が多数出土している。畿内的な円筒
えんとう

埴輪に加え、在地色の濃い壺形土器が確認

されたことから、地方勢力との関係を保持しつつ中央政策が展開されたことが古墳からうかが

える。 

坊の塚古墳全景            坊の塚古墳円筒埴輪出土状況 

写真提供：各務原市 

 

東氏館跡及び篠脇城跡 

・年 代：鎌倉～室町時代 

・所有者：郡上市 他 

・面 積：１１６，４９８．００ｍ２ 

・概 要： 

 篠脇山の山麓に東氏館跡が立地し、山上から山腹にかけて篠脇城跡が立地する。東氏館跡及

び篠脇城跡は、地方有力者の居所が山麓から山上へと変遷する過程が分かる遺跡である。東氏

館は東氏の居所として設けられ、発掘結果から庭園や礎石
そ せ き

建物
たてもの

を伴う居館であったと推察され

る。篠脇城跡は、15～16世紀に東氏によって山麓から山上へと居館構造を移したと考えられ、

山上の居館が防御施設を増設し山城へ変化した様子を見ることができる。また、土塁
ど る い

や畝状
うねじょう

空堀群
からぼりぐん

等の防御施設の残存状況が良好な遺跡である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東氏館跡近景          篠脇城跡発掘調査状況（石列・石垣） 

写真提供：郡上市 

 


